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“日本語教育”は、

多言語・多文化社会における

上田市の地域づくりに

どう貢献できるだろうか。

これまでの実践を踏まえた

新たなプログラムの理念と

アプローチはいかにあるべきか。

上田市の多言語・多文化化の現状

平成18年度10月末現在

全市民161,520人
外国人登録者数

6,182人（3.7%→愛知県豊田市）

ブラジル、中国、ペルー、インドネシア、タイ、
ボリビア、その他

日本在留期間の長期化、永住化

日本語に対する学習希望大（83.6％）

日本語教育の実際
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日本語教育の多様化
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学校型日本語教育
「教える」「学ぶ」という行為から成立。

日本語を学ぶ「学習者」と日本語を教える「教
師」で構成。

教育の目標は明確。

教室には、日本語教育の専門家や、教材・教具
が準備されている。

カリキュラムによって指導内容と方法が明確。

言語的側面を重視した活動

知識注入・伝授型

地域型日本語教育（１）

多様な背景とニーズを持つ学習者とボランティア。

日本語を教える者が、必ずしも専門知識を持っ
ているとは限らない。

日本語を学ぶための教材や活動形態も様々。

教育の成果や学習の効果が問われることはほ
とんどない。

ボランティアと外国人は同じ地域に暮らす住民。

生活の場がお互いの共存、共生の場となってい
る。

地域型日本語教育（２）

日本語を教えることにとどまらず、地域住民として
の支援や協力が必然的に関わってくる。

日本語を学ぶことと異文化の中での生活適応が
同時に進行する場。

外国人にとって交流と相互理解の場。

地域住民との人間関係を形成する場。

ボランティアと外国人との関係づくりや、多文化社
会でのネットワークづくりの場。

内容・課題・話題を重視した活動

コミュニケーション重視型



地域型日本語教育に期待される
機能と役割

(1) ボランティアと外国人居住者、相互の学びの場

・・・・・・・・・・「対等」「対話」

(2) 相互のコミュニケーション活動の場

・・・・・・・・・・「共有」「協同」「共感」

自己発信・自己表現・自己実現が可能な空間

「社会参加が実現できる場」

“従来型”日本語教育の見直し

学習したもの（文型・語彙）を活用・実践できる場

上田市民や外国人居住者が体験・発見・発信・
理解できる場

異文化環境を共有、そして活用できる場

ボランティアと外国人者同士の関わり構築の場

周辺的参加から主体的・自主的参加が可能な場

コミュニケーションを継続できる場

学習者同士がつながっていく場

人間関係づくりアプローチ

ボランティアの人たちは、外国人の日本語力を高めるた
めに、適切な教材や教具を探したり、また、効果的な教
え方を学んだり、様々な工夫をすることに大変な努力を
している。

ところが、人間関係づくりのアプローチは、そのような従
来型の言語に焦点をあてて活動する日本語教育の領
域とは異なっている。

ここでは、日本語教育の文脈の中で、ボランティアと外
国人双方にとっての「コミュニケーション力の向上」、

「相互の学習・相互理解の場づくり」という観点から、ア
プローチを考えてみたい。

氷山説（カミンズ）

第１言語 第２言語（日本語）

表層面 日本語支援

深層面
認知力・思考力
想像力・推測力



人間関係づくりのアプローチ
＝「参加型学習」

学習者の学習過程への参加を促す多様な手法

学習者の社会参加をねらいとする学習であり、
またその参加を可能にするための多様な参加
型の方法・手法によって特徴づけられる学習

学習者と教師が共に語り合う中で、その現状・
原因を理解し、解決方法を考えるという過程の
中での相互の学びを重視。

「参加型学習」を支える言語習得理論

（１）自律的学習

多様な学びの側面を前提。

すべての学習者が積極的に学習に参加できる
環境を創出。

学習者は必要に応じて、自らが学びの機会を
活動の中に見出し、自律的に学ぶ。

「参加型学習」を支える言語習得理論

（２）協同言語学習

学習は、グループ内の学習者同士による情報
交換に基づく。

学習者は自分自身の発話に責任を持つ。

学習者の動機を高め、ストレスを軽減し、積極
的で感動的な教室環境を創造する。

「参加型学習」を支える言語習得理論

（３）人間学的な手法

学習者の内的側面に注目する。

各自の考えや、感情、感動を人間的発達段階の
重要な要素として捉える。

学習経験、個人の成長やアイデンティティの確立
に役に立つと考える。

学習が個人的なもので、将来の目標に何らかの
関連をもっている



「参加型学習」を支える言語習得理論

（４）学習者中心の指導法

言語を使ったやりとりを増大させる。

課題を達成するために、協同で取り組む。

参加者相互間で支援さたり、助けたり、勇気づけ
たり、必要な援助をする。

日本語力＝異文化間
コミュニケーション力

認知力・一般知識
想像力・推測力

コミュニケーション
の機会

言語知識

＜日本語力＞

上田市と東京外大との協働実践
日 程 内 容 講 師（敬称略）

第1回
10月4日

入門講座オリエンテーション
上田市の多文化共生施策と在住外国人の現状
について

上田市 市民課

市内在住の外国人

第2回
10月4日

多文化共生社会と地域日本語教育～その醍醐
味と可能性～

国立国語研究所
野山広

第3回
10月11日

知っておきたい文法① 形容詞
参加型学習の手法① 部屋の四隅

ＮＰＯ法人 国際活動
市民中心 宮崎妙子

第4回
10月18日

知っておきたい文法② 動詞
参加型学習の手法② フォトランゲージ

東京外国語大学
河北祐子

第5回
10月25日 日本語教授法としての参加型学習

東京外国語大学
伊東祐郎

第6回
11月1日

知っておきたい文法③ 助詞
参加型学習の手法③ 二頭のロバ

立教大学
山辺真理子

第7回
11月8日

地域の日本語ボランティア活動の実践に向け
て

宮崎妙子・河北祐子

第8回
3月14日

日本語ボランティアを実践して
～課題の検討と活動のふりかえり～

宮崎妙子・河北祐子
山辺真理子

上田市の日本語教室活動を支える
基本理念

(1)人間学的アプローチ

→セルフエスティーム（自尊感情）の重視

(2)協同学習アプローチ

→コーポレーションの重視

(3)課題提起型アプローチ

→コミュニケーションの重視
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